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平
成
三
十
一
年
度
事
業

基
本
方
針

西
暦
二
〇
二
〇
年
に
市

制
施
行
五
十
年
を
迎
え
る

登
別
市
は
、
こ
れ
か
ら
何

処
に
向
か
お
う
と
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
本
部
」
が
提

供
し
て
い
る
地
域
経
済
分

析
シ
ス
テ
ム
（
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
（
リ
ー
サ
ス
））
に
よ

れ
ば
、
登
別
市
の
地
域
経

済
循
環
率
が
五
十
五
％
と

自
立
型
の
都
市
と
言
う
に

は
ほ
ど
遠
い
経
済
構
造
で

す
。

足
元
を
見
ま
す
と
デ
フ

レ
脱
却
を
目
指
す
政
府
の

経
済
対
策
に
よ
り
景
況
感

は
横
ば
い
と
の
指
摘
も
あ

り
ま
す
が
、
歯
止
め
の
か

か
ら
な
い
人
口
減
少
に
よ

り
市
内
の
消
費
や
雇
用
環

境
、
生
産
性
の
停
滞
等
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

加
え
て
急
速
に
進
展
す

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
や
デ
ィ
ー
プ
ラ

ー
ニ
ン
グ
を
基
盤
と
す
る

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
出

現
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

に
劇
的
と
も
言
え
る
変
化

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

今
、
ま
さ
に
時
代
は
大

き
く
動
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。奇

し
く
も
我
が
国
日
本

は
、
平
成
天
皇
陛
下
の
ご

退
位
と
新
た
な
天
皇
陛
下

の
ご
即
位
に
よ
り
、
平
成

の
世
に
終
止
符
が
打
た
れ
、

新
た
な
時
代
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

登
別
商
工
会
議
所
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら

の
潮
流
を
的
確
に
と
ら
え

「
地
域
の
稼
ぐ
力
」
を
引

き
出
す
べ
く
、
観
光
で
も

た
ら
さ
れ
る
外
貨
（
財
）

を
効
果
的
に
域
内
循
環
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
更
な

る
域
内
投
資
に
結
び
つ
け

市
内
経
済
の
底
上
げ
を
引

き
続
き
目
指
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
今
年
度
の

事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は

「
循
環
型
地
域
経
済
の
構

築
」「
企
業
活
力
の
創
出
」

「
地
域
経
済
活
性
化
に
向

け
た
政
策
提
言
・
要
望
活

動
の
強
化
」「
組
織
基
盤

の
強
化
」
の
四
つ
の
重
点

項
目
を
掲
げ
、
持
続
可
能

な
地
域
経
済
の
実
現
に
向

け
た
事
業
活
動
を
展
開
し

ま
す
。

循
環
型
地
域
経
済
の
構

築
を
目
指
す
「
全
市
観
光

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に

つ
い
て
は
、
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
登
別
駅
前
地
区
に

お
け
る
市
街
地
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
が
適
切
に
進

め
ら
れ
る
よ
う
関
係
者
と

の
具
体
的
な
協
議
を
詰
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
登
別
駅
前
地
区

拠
点
施
設
整
備
に
向
け
た

プ
レ
調
査
事
業
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
ま

す
。さ

ら
に
十
月
に
予
定
さ

れ
て
い
る
消
費
税
率
の
引

き
上
げ
と
と
も
に
、
新
た

に
導
入
さ
れ
る
軽
減
税
率

に
つ
い
て
、
市
内
事
業
者

が
適
切
に
対
応
で
き
る
よ

う
伴
走
型
の
支
援
を
強
化

し
ま
す
。

懸
念
さ
れ
る
消
費
の
停

滞
に
つ
い
て
は
、
市
内
の

消
費
動
向
や
事
業
者
の
景

況
感
を
的
確
に
と
ら
え
時

期
を
失
せ
ず
総
合
的
な
対

策
が
打
た
れ
る
よ
う
関
係

機
関
に
働
き
か
け
て
ま
い

り
ま
す
。

平
成
三
十
一
年
度

�

事
業
計
画

重
点
項
目

一�

．
循
環
型
地
域
経
済
の

構
築

⑴�

域
内
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
の
推
進

①�　

Ｂ
Ｕ
Ｙ
（
買
）
の

ぼ
り
べ
つ
運
動
の
推

進
②�　

登
別
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

と
の
連
携
協
定
に
基

づ
く
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
事
業
の
展
開

③�　

異
業
種
交
流
活
動

の
強
化
に
よ
る
新
た

な
商
品
・
製
品
開
発

へ
の
調
査
研
究

⑵�

「
全
市
観
光
ま
ち
づ
く

り
」
の
推
進

①�　

登
別
駅
前
地
区
に

お
け
る
市
街
地
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

推
進

②�　

登
別
駅
前
地
区
拠

点
施
設
整
備
に
向
け

た
プ
レ
調
査
事
業
の

実
施

③�　

登
別
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
形

成
に
向
け
た
準
備
作

業
の
加
速
化

④�　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
観
光
デ
ジ
タ
ル
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
調

査
研
究

⑤�　

ポ
ケ
ト
ー
ク
等
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
た
翻
訳
ツ
ー
ル

の
普
及
促
進

⑥�　

外
貨
を
呼
び
込
み

地
域
で
財
を
回
す
新

た
な
セ
ク
タ
ー
「
ま

ち
づ
く
り
株
式
会
社

《
登
別
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ

Ｎ
Ｙ
》」
の
設
立
に

向
け
た
検
討

⑦�　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

時
代
に
即
応
で
き
る

事
業
環
境
の
構
築
支

援

⑶�

国
・
道
・
市
等
の
政
策

動
向
と
の
連
携

①�　

国
・
道
・
市
と
連

携
し
た
政
策
推
進
タ

ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
政

策
連
携
会
議
）
の
開

催
②�　

三
商
工
会
議
所

（
登
別
、
室
蘭
、
伊

達
）
新
た
な
連
携
事

業
の
推
進

③�　

白
老
町
に
お
け
る

象
徴
空
間
整
備
と
の

連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

④�　

宮
城
県
白
石
市
及

び
神
奈
川
県
海
老
名

市
の
三
姉
妹
都
市
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

の
促
進

二
．
企
業
活
力
の
創
出

⑴�

消
費
税
引
き
上
げ
等
税

制
対
策
の
推
進

①�　

市
内
事
業
者
が
消

第
一
二
七
回
通
常
議
員
総
会
を
去
る
三
月
二
十
六
日
に
、
ホ
テ
ル
平
安
に
て
開

催
し
ま
し
た
。

本
総
会
で
は
、
登
別
市
に
提
出
し
た
「
地
域
経
済
の
振
興
発
展
に
関
す
る
政
策

提
言
及
び
要
望
」
の
回
答
に
つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
平
成
三
十

年
度
の
各
会
計
収
支
補
正
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
平
成
三
十
一
年
度
の
事
業
計
画
及
び
一
般
会
計
を
始
め
と
す
る
各
会
計

の
収
支
予
算
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、
北
洋
銀
行
登
別
支

店
長
の
安
井
猛
氏
、
室
蘭
信
用
金
庫
幌
別
支
店
長
の
豊
原
仁
氏
の
二
名
が
新
た
に

常
議
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
と
お
り
。
平
成
三
十
一
年

度
予
算
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
が
三
千
六
百
七
十
七
万
一
千
円
で
、
前
年
度
比

五
十
七
万
円
の
増
、
中
小
企
業
相
談
所
特
別
会
計
が
三
千
六
百
八
十
万
円
で
、
前

年
度
比
五
十
五
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

通
常
議
員
総
会
終
了
後
に
、
任
期
途
中
で
ご
逝
去
さ
れ
た
中
塚
前
常
議
員
に
対

し
、
長
年
の
功
績
を
称
え
る
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
役
員
議
員
永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
、
横
尾
逸

郎
元
副
会
頭
三
十
年
勤
続
、
斎
藤
正
史
副
会
頭
及
び
小
関
哲
哉
議
員
二
十
年
勤
続

に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
の
伝
達
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

第
一
二
七
回
通
常
議
員
総
会

三
十
一
年
度
事
業
計
画
・
予
算
承
認

－ 1 －



◇
常
議
員

㈱
北
洋
銀
行
　
登
別
支
店
　

支
店
長

安井　猛氏

◇
二
号
議
員

㈱
北
都
建
設
　
代
表
取
締
役

中塚　信氏

◇
常
議
員
・
三
号
議
員

室
蘭
信
用
金
庫
幌
別
支
店

支
店
長

豊原　仁氏

第
二
一
七
回
常
議
員
会

広
域
経
済
開
発
懇
談
会

が
追
加
で
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
回
目
を
数
え
る

広
域
経
済
開
発
懇
談
会
を

去
る
四
月
十
六
日
、
当
市

に
て
開
催
し
、
当
商
工
会

議
所
か
ら
木
村
義
恭
会
頭

を
は
じ
め
と
す
る
八
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

室
蘭
・
伊
達
・
登
別
の

三
商
工
会
議
所
か
ら
提
案

さ
れ
た
要
望
事
項
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
全

会
一
致
で
全
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
室
蘭
商
工
会
議

所
の
山
田
専
務
理
事
か
ら
、

室
蘭
市
内
に
お
け
る
街
の

現
況
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
た
ほ
か
、
伊
達
商
工

会
議
所
の
大
坪
副
会
頭
か

ら
、
伊
達
市
の
道
の
駅
及

び
物
産
館
の
現
況
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
開
催
し
た
懇
親

会
で
は
、
小
笠
原
登
別
市

長
に
ご
臨
席
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
ご
挨
拶
を
賜
り
、

本
会
は
盛
会
裏
に
終
了
し

ま
し
た
。

第
二
一
七
回
常
議
員
会

を
去
る
五
月
二
十
三
日
、

木
村
義
恭
会
頭
を
は
じ
め

と
す
る
役
員
十
三
名
が
出

席
の
も
と
、
登
別
商
工
会

議
所
会
館
に
て
開
催
し
ま

し
た
。

本
常
議
員
会
で
は
、
平

成
三
十
年
度
の
事
業
報
告

を
は
じ
め
と
す
る
十
件
の

提
出
議
案
の
ほ
か
、
顧
問

の
委
嘱
及
び
常
議
員
の
選

任
に
つ
い
て
の
議
案
二
件

「常議員選任」・「議員職務執行者等変更」のお知らせ

費
税
軽
減
税
率
等
新

た
な
制
度
へ
適
切
に

対
応
で
き
る
伴
走
型

支
援
の
強
化

②�　

消
費
税
軽
減
税
率

対
策
相
談
窓
口
の
設

置
③�　

消
費
税
率
引
き
上

げ
に
よ
り
危
惧
さ
れ

る
消
費
低
迷
へ
の
総

合
的
な
対
策
の
検
討

⑵
経
営
支
援
機
能
の
強
化

①�　

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
実
施

　

ア�　

小
規
模
事
業
者

経
営
改
善
資
金

（
マ
ル
経
）
の
活

用
支
援

　

イ�　

会
員
事
業
所
巡

回
訪
問
の
実
施
に

よ
る
支
援
ニ
ー
ズ

の
調
査
と
経
営
改

善
・
経
営
革
新
の

た
め
の
総
合
的
な

支
援

　

ウ�　

専
門
家
等
と
連

携
し
た
支
援
チ
ー

ム
制
に
よ
る
伴
走

型
支
援
力
の
強
化

②�　

事
業
や
技
術
の
承

継
、
Ｍ
＆
Ａ
、
事
業

廃
業
や
清
算
等
の
支

援
強
化

③�　

小
規
模
企
業
振
興

基
本
法
に
基
づ
く
各

種
事
業
の
実
施

　

ア�　

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
の

活
用
支
援

　

イ�　

小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
活

用
者
へ
の
支
援
事

業
の
実
施

⑶�

戦
略
的
創
業
支
援
事
業

の
展
開

①�　

創
業
支
援
認
定
計

画
に
基
づ
く
戦
略
的

創
業
支
援
事
業
の
推

進
②�　

他
の
支
援
機
関
と

連
携
し
た
複
合
的
支

援
に
よ
る
起
業
・
創

業
環
境
の
整
備

③�　

第
二
創
業
や
新
た

な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

実
現
に
向
け
た
包
括

的
な
支
援

⑷�

地
域
の
経
済
と
産
業
を

担
う
人
材
の
確
保
、
育

成①�　
人
材
確
保
に
向
け

た
経
営
戦
略
セ
ミ
ナ

ー
等
の
開
催

②�　

改
正
入
管
法
に
基

づ
く
外
国
人
材
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
に

関
す
る
支
援

③�　

潜
在
的
労
働
力
の

活
用
に
向
け
た
調
査

研
究

④�　

ビ
ジ
ネ
ス
に
直
結

す
る
各
種
検
定
事
業

の
推
進

⑤�　

商
工
会
議
所
青
年

部
の
活
動
支
援
と
人

脈
形
成
支
援

⑥�　

商
工
会
議
所
女
性

会
の
活
動
支
援
と
人

脈
形
成
支
援

⑸�

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り

起
こ
し
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
に
変
え
る

①�　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
カ
リ
ス
マ

ブ
ロ
ガ
ー
等
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ
ー
の
活
用

に
よ
る
地
域
情
報
の

発
信

②�　

市
内
飲
食
店
、
商

店
に
お
け
る
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
向
け
発
信
事

業
の
支
援

③�　

新
た
な
宿
泊
機
能

「
民
泊
」
に
お
け
る

地
域
ニ
ー
ズ
の
掘
り

起
こ
し

④�　

商
店
街
及
び
飲
食

店
街
活
性
化
事
業
の

開
催
支
援

⑤�　

ご
当
地
グ
ル
メ
の

普
及
啓
発

⑥�　

新
商
品
や
新
サ
ー

ビ
ス
の
開
発
支
援

⑦�　

登
別
ブ
ラ
ン
ド
推

奨
品
の
普
及
啓
発

⑧�　

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
及
び
活

用
に
関
す
る
調
査
・

研
究

三�

．
地
域
経
済
活
性
化
に

向
け
た
政
策
提
言
・
要

望
活
動
の
強
化

⑴�

政
策
提
言
及
び
要
望
活

動
の
強
化

①�　

会
員
意
見
の
集
約

と
政
策
提
言
及
び
要

望
事
項
へ
の
反
映

②�　

登
別
市
に
対
す
る

要
望
活
動

　

ア�　

地
域
経
済
の
振

興
発
展
に
関
す
る

要
望
お
よ
び
政
策

提
言

　

イ�　

商
工
議
員
連
盟

（
登
別
市
議
会
議

員
）
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催

③�　

国
及
び
道
に
対
す

る
要
望
活
動

　

ア�　

広
域
経
済
委
員

会
・
広
域
経
済
開

発
懇
談
会
な
ど
に

よ
る
要
望
活
動

　

イ�　

全
道
商
工
会
議

所
大
会
へ
の
要
望

活
動

④�　

経
済
活
性
化
に
向

け
た
パ
ブ
リ
シ
テ
ィ

活
動
の
強
化

四
．
組
織
基
盤
の
強
化

⑴�

　
会
議
所
運
営
組
織
の

強
化
と
強
い
財
政
基
盤

づ
く
り

①�　

常
設
委
員
会
の
活

性
化

②�　

部
会
活
動
の
活
性

化
③�　

会
員
組
織
率
の
向

上

　

ア�　

会
員
拡
大
に
資

す
る
商
工
会
議
所

の
魅
力
創
出

　

イ�　

会
員
増
強
月
間

の
創
設
及
び
会
員

加
入
運
動
の
実
施

④�　

組
織
定
着
率
の
向

上

　

ア�　

会
員
交
流
事
業

の
実
施
な
ど
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
拡
充

・
強
化

　

イ�　

組
織
活
動
の
周

知
及
び
パ
ブ
リ
シ

テ
ィ
の
拡
充
に
よ

る
認
知
度
の
向
上

⑤　

財
政
基
盤
の
安
定

　

ア�　

各
種
共
済
制
度

及
び
労
働
保
険
事

務
組
合
の
加
入
促

進

　

イ�　

各
種
検
定
試
験

の
受
験
者
拡
大

　

ウ�　

各
種
補
助
事
業

の
受
託
拡
大

⑥�　

商
工
会
議
所
会
館

の
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
の
検
討

⑵�

　
機
能
的
な
事
務
局
組

織
の
編
成
と
運
営

①�　

職
員
研
修
・
職
員

教
育
等
の
充
実
に
よ

る
職
員
の
資
質
向
上

　

ア�　

Ｏ
Ｊ
Ｔ（O

n-T
he�

-Job-T
raining

）

の
拡
大
に
よ
る
職
員

教
育
の
強
化

　

イ�　

マ
ン
・
ツ
ー
・

マ
ン
教
育
制
度
導

入
に
よ
る
若
手
職

員
の
資
質
向
上

　

ウ�　

情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
Ｉ
Ｔ
活
用

・
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
研

修
に
よ
る
職
員
の

資
質
向
上

②�　

新
た
な
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
活
用
に
よ
る

業
務
生
産
性
の
向
上

③�　

近
隣
経
済
団
体
と

の
連
携
に
よ
る
職
員

研
修
事
業
の
実
施

④�　

計
画
的
な
職
員
採

用
に
よ
る
事
務
局
組

織
体
制
の
維
持
強
化

⑶�

　
各
種
情
報
収
集
、
情

報
提
供
活
動
の
強
化

①�　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
等

会
員
企
業
の
経
営
に

有
益
な
情
報
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
発
信

②�　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

機
能
強
化
や
会
議
所

利
用
に
係
る
利
便
性

向
上

③�　

会
員
向
け
会
報

「
な
な
か
ま
ど
」
の

定
期
発
行

④�　

事
業
所
デ
ー
タ
の

整
理
及
び
更
新

第
一
二
七
・
一
二
八
回
通
常
議
員

総
会
に
お
い
て
、
常
議
員
選
任
並
び

に
議
員
の
職
務
執
行
者
の
変
更
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
常
議
員

㈱
第
一
滝
本
館
　
常
務
取
締
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Ⅰ　
総
括
的
概
要

平
成
三
十
年
度
の
わ
が
国
経

済
は
、
大
企
業
を
中
心
に
収
益

環
境
や
雇
用
環
境
が
改
善
し
、

個
人
消
費
が
持
ち
直
し
つ
つ
あ

り
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
際
社
会

は
米
国
を
中
心
と
す
る
保
護
主

義
的
な
政
策
に
よ
っ
て
、
貿
易

摩
擦
が
発
生
し
つ
つ
あ
り
、
先

行
き
は
依
然
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

地
方
都
市
の
経
済
環
境
は
、

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
働

き
方
改
革
の
推
進
に
よ
っ
て
、

慢
性
的
な
労
働
力
不
足
に
陥
っ

て
お
り
、
経
済
活
動
の
機
会
を

喪
失
す
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
度
は
、

台
風
や
豪
雨
、
地
震
な
ど
の
自

然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
全
国
各

地
で
多
大
な
る
影
響
を
受
け
ま

し
た
。

北
海
道
に
お
い
て
も
、
九
月

六
日
未
明
に
震
度
七
を
記
録
し

た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発

生
し
、
震
源
地
を
は
じ
め
、
道

内
各
地
で
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

本
地
震
に
よ
っ
て
、
道
内
の

大
部
分
の
電
力
供
給
を
担
う
苫

東
厚
真
発
電
所
が
停
止
し
、
北

海
道
全
域
を
巻
き
込
ん
だ
大
停

電
が
発
生
、
都
市
機
能
が
停
止

す
る
な
ど
、
道
民
の
生
活
に
甚

大
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

胆
振
西
部
に
位
置
す
る
我
が

街
登
別
は
、
震
度
五
強
を
記
録

し
た
も
の
の
、
地
震
に
よ
る
直

接
的
な
被
害
は
わ
ず
か
で
あ
っ

た
反
面
、
停
電
の
影
響
に
よ
っ

て
経
済
活
動
が
停
止
し
、
飲
食

業
や
食
品
小
売
業
を
中
心
に
損

害
を
被
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
市
の
基
幹
産
業
で

あ
る
観
光
業
は
、
地
震
発
生
に

よ
る
風
評
被
害
の
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
堅
調
に
推
移
し
て
い
た

外
国
人
観
光
客
を
中
心
に
宿
泊

の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相
次
ぎ
、
甚

大
な
経
済
的
損
失
を
被
り
ま
し

た
。年

明
け
以
降
は
、
国
の
施
策

な
ど
に
よ
っ
て
、
回
復
傾
向
に

あ
り
ま
す
が
、
宿
泊
者
数
及
び

来
泉
者
数
は
い
ず
れ
も
対
前
年

比
を
割
り
込
む
こ
と
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
も
と
、

登
別
商
工
会
議
所
は
、
災
害
発

生
直
後
か
ら
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
被
害
情
報
の
収
集
に
努

め
る
と
と
も
に
、「
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
特
別
相
談
窓
口
」

を
設
置
し
、
市
内
事
業
者
の
事

業
復
旧
・
継
続
へ
の
支
援
を
進

め
ま
し
た
。

ま
た
、
風
評
被
害
か
ら
の
脱

却
を
図
る
た
め
、「
元
鬼（
元
気
）

で
す
！
登
別
市
」
動
画
を
作
成

し
、
当
商
工
会
議
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
動
画
サ
イ
ト
で
公
開

し
て
、
復
旧
状
況
を
広
く
周
知

す
る
と
と
も
に
、
首
都
圏
に
お

け
る
誘
客
活
動
の
一
環
と
し
て
、

「
ま
る
ご
と
北
海
道
フ
ェ
ア
ｉ

ｎ
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
」
に

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実

施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
経
済
的
な
損
失
を

被
っ
た
商
店
街
等
を
救
済
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
、
平
成
三

十
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

「
商
店
街
に
ぎ
わ
い
回
復
事
業
」

の
実
施
を
支
援
し
た
ほ
か
、
国

の
補
助
制
度
で
あ
る
平
成
三
十

年
度
被
災
地
域
販
路
開
拓
支
援

事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
事
業

者
の
計
画
策
定
を
支
援
し
ま
し

た
。当

市
に
隣
接
す
る
室
蘭
市
と

岩
手
県
宮
古
市
と
の
間
に
、
十

年
ぶ
り
と
な
る
フ
ェ
リ
ー
の
定

期
航
路
が
就
航
し
た
こ
と
か
ら
、

宮
古
市
訪
問
団
に
参
加
す
る
と

と
も
に
、
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
さ
れ
た
宮
蘭
商
談
会

に
参
画
し
、
販
路
開
拓
に
協
力

し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
消
費
活
動
へ
の

機
運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
「
バ
イ
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
し
た
。

市
内
の
人
手
不
足
や
事
業
承

継
に
関
す
る
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
当
商
工
会
議
所
会
員
企

業
を
対
象
と
し
た
調
査
を
実
施
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
若
手
人

材
の
確
保
に
向
け
た
企
業
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

政
策
提
言
及
び
要
望
活
動
に

お
き
ま
し
て
は
、
従
来
の
都
市

基
盤
の
整
備
や
地
域
振
興
に
対

す
る
要
望
活
動
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
を
教
訓
と
し
、
安
心
・
安
全

な
観
光
地
と
し
て
の
受
け
入
れ

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、「
観
光
危
機
管
理
計

画
」
の
策
定
に
つ
い
て
の
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

■�

平
成
三
十
年
度
事
業
計
画　

重
点
項
目　
実
施
結
果
概
要

一�

．
循
環
型
地
域
経
済
の
構
築

⑴�

　
域
内
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
の
推
進

循
環
型
の
地
域
経
済
（
地
域

の
住
民
や
企
業
が
進
ん
で
地
元

消
費
に
努
め
る
こ
と
で
地
域
内

の
経
済
を
「
循
環
」
さ
せ
る
仕

組
み
）
を
育
て
る
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
た
。

バ
イ
の
ぼ
り
べ
つ
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン「
わ
た
し
も
地
元
応
援
隊
」

と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
横
断
幕
を
商
工
会

議
所
会
館
に
掲
示
し
て
地
元
消

費
の
喚
起
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
手
県
宮
古
市
と
隣

接
す
る
室
蘭
市
と
の
フ
ェ
リ
ー

航
路
の
就
航
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
実
施
さ
れ
た
宮
蘭
商
談

会
に
参
画
し
、
観
光
産
業
や
飲

食
業
界
と
の
企
業
間
取
引
を
支

援
し
ま
し
た
。

⑵�

　「
全
市
観
光
ま
ち
づ
く
り
」

の
推
進

全
市
観
光
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
そ
の
方
向
性
を
見
極
め

る
た
め
、
日
本
商
工
会
議
所
が

専
門
委
員
会
と
し
て
設
置
し
て

い
る
観
光
専
門
委
員
会
や
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
推
進
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
に
参
加
し
、
先
進
地
の

視
察
や
事
例
の
情
報
収
集
に
努

め
ま
し
た
。

ま
た
、
登
別
駅
前
の
再
開
発

に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
協

議
を
進
め
ま
し
た
。

全
市
観
光
や
観
光
ま
ち
づ
く

り
の
先
進
地
で
あ
る
富
良
野
市

を
訪
問
し
、
取
り
組
み
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

⑶�

　
国
・
道
・
市
等
の
政
策
動

向
と
の
連
携

令
和
二
年
四
月
に
開
設
す
る

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
民
族
共
生
象
徴

空
間
の
経
済
効
果
を
当
市
で
獲

得
す
る
た
め
の
可
能
性
を
調
査

研
究
す
る
と
と
も
に
、
白
老
町

長
を
招
聘
し
て
役
員
及
び
議
員

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

ま
た
、
持
続
可
能
な
地
域
経

済
の
実
現
を
目
指
し
て
、
関
係

機
関
の
連
携
及
び
協
力
体
制
の

構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
姉
妹

都
市
で
あ
る
宮
城
県
白
石
市
を

訪
問
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
促

進
に
努
め
ま
し
た
。

二
．
企
業
活
力
の
創
出

⑴�

　
経
営
支
援
機
能
の
強
化

地
域
経
済
を
担
う
中
小
・
小

規
模
企
業
の
経
営
改
善
や
体
質

強
化
を
図
る
た
め
、
継
続
し
て

実
施
し
て
い
る
金
融
や
税
務
等

の
各
種
指
導
業
務
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

と
と
も
に
、
伴
走
型
の
企
業
支

援
を
目
指
し
た
巡
回
・
窓
口
指

導
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
十
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
消
費
税
率
の
引
き
上
げ

と
新
た
に
導
入
さ
れ
る
軽
減
税

率
制
度
に
向
け
た
対
策
と
し
て

「
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口

相
談
等
事
業
」
を
引
き
続
き
実

施
し
、
事
業
者
の
相
談
に
応
じ

る
と
と
も
に
、
講
習
会
や
講
演

会
の
開
催
を
通
じ
て
、
知
識
の

普
及
や
対
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
三
十
年
九
月
六

日
に
発
生
し
た
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
に
よ
る
対
応
と
し
て
、

緊
急
相
談
窓
口
を
開
設
し
、
事

業
者
の
被
害
対
応
に
務
め
ま
し

た
。小

規
模
事
業
者
の
持
続
的
発

展
に
向
け
、
国
の
事
業
で
あ
る

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

の
申
請
に
必
要
な
経
営
計
画
の

策
定
や
、
登
別
市
の
空
き
店
舗

活
用
事
業
補
助
金
、
店
舗
リ
フ

ォ
ー
ム
補
助
金
、
登
別
市
事
業

所
開
設
費
補
助
金
の
応
募
申
請

に
係
る
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

⑵�

　
戦
略
的
創
業
支
援
事
業
の

展
開

登
別
市
が
産
業
競
争
力
強
化

法
に
基
づ
く
認
定
を
受
け
た
市

区
町
村
別
の
創
業
支
援
事
業
計

画
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
当

商
工
会
議
所
は
、
認
定
連
携
創

業
支
援
事
業
者
と
し
て
創
業
ス

ク
ー
ル
を
開
講
し
ま
し
た
。

ま
た
、
創
業
希
望
者
の
個
別

相
談
を
通
じ
て
補
助
金
メ
ニ
ュ

ー
の
利
用
等
を
支
援
し
た
ほ
か
、

創
業
希
望
者
の
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
事
業
と
し
て
創
業
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
第
一

回
目
と
な
る
懇
談
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

⑶�

　
地
域
の
経
済
と
産
業
を
担

う
人
材
の
確
保
、
育
成

企
業
に
お
け
る
従
業
者
の
知

識
の
習
得
や
資
質
の
向
上
を
図

る
た
め
に
各
種
検
定
試
験
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
市
内
企
業

の
新
入
社
員
を
対
象
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

ま
た
、
登
別
市
内
に
お
け
る

労
働
力
（
人
材
）
不
足
の
現
状

を
把
握
す
る
た
め
に
、
実
態
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

本
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

登
別
市
成
人
祭
の
会
場
に
て
、

若
手
人
材
の
確
保
に
向
け
た
企

業
説
明
会
を
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。

⑷�

　
地
域
の
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
し
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る

平
成
三
十
年
九
月
六
日
に
発

生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

及
び
道
内
全
域
で
発
生
し
た
停

電
に
よ
る
影
響
に
よ
っ
て
生
じ

た
宿
泊
客
の
減
少
に
対
応
す
る

に
あ
た
り
、
登
別
国
際
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
が
主
体
的

に
取
り
組
ん
だ
「
胆
振
東
部
地

震
に
伴
う
緊
急
誘
客
特
別
対
策

事
業
」
の
実
施
及
び
同
事
業
の

「
登
別
市
民
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
の
実
施
に
伴
う
協
力
を
行

い
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
発
生
後
、
直
ち

に
設
置
し
た
特
別
対
策
相
談
窓

口
に
よ
る
個
別
企
業
の
資
金
繰

り
等
支
援
に
加
え
、
商
店
街
の

に
ぎ
わ
い
回
復
事
業
の
採
択
等
、

国
の
復
興
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
活

用
支
援
に
努
め
ま
し
た
。

市
内
で
製
造
さ
れ
る
商
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
や
付
加
価
値

化
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ふ

る
さ
と
納
税
返
礼
品
へ
の
参
入

を
伴
走
型
支
援
と
し
て
実
施
し

ま
し
た
。

三�

．
地
域
経
済
活
性
化
に
向
け

た
政
策
提
言
・
要
望
活
動
の

強
化

⑴�

　
政
策
提
言
及
び
要
望
活
動

の
強
化

登
別
市
に
対
し
て
、
各
部
会

か
ら
集
約
し
た
意
見
を
取
り
ま

と
め
た
地
域
経
済
の
振
興
発
展

に
関
す
る
政
策
提
言
及
び
要
望

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
中
央

省
庁
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
機

関
や
政
党
に
対
し
て
、
都
市
基

盤
の
整
備
促
進
や
各
種
制
度
の

拡
充
に
対
す
る
要
望
活
動
及
び

政
策
提
言
を
実
施
し
ま
し
た
。

四
．
組
織
基
盤
の
強
化

⑴�

　
会
議
所
運
営
組
織
の
強
化

と
強
い
財
政
基
盤
づ
く
り

商
工
会
議
所
の
組
織
体
制
及

び
財
政
基
盤
の
確
保
、
強
化
を

図
る
た
め
に
会
員
加
入
の
促
進

に
努
め
ま
し
た
。

中
小
・
小
規
模
企
業
の
福
利

厚
生
向
上
の
一
助
と
し
て
、
会

員
限
定
の
割
引
優
待
制
度
で
あ

る
Ｃ
．
Ｃ
．
Ｉ
Ｓ
や
所
得
補
償

等
の
各
種
共
済
制
度
の
活
用
、

生
命
共
済
制
度
等
の
普
及
促
進

に
努
め
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
開
催
し

て
い
る
会
員
事
業
所
の
事
業
主

や
従
業
者
及
び
家
族
等
を
対
象

と
し
た
会
員
親
睦
交
流
事
業
を

本
年
度
も
実
施
し
、
会
員
間
の

親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

⑵�

　
機
能
的
な
事
務
局
組
織
の

編
成
と
運
営

事
務
局
内
に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ

の
推
進
や
内
部
研
修
会
の
実
施
、

中
小
機
構
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
機
関
が
開
催
し
た
研
修
会
に

職
員
を
派
遣
し
て
資
質
の
向
上

に
努
め
ま
し
た
。

⑶�

　
各
種
情
報
収
集
、
情
報
提

供
活
動
の
強
化

行
政
機
関
や
市
内
金
融
機
関

等
と
の
懇
談
会
を
開
催
し
て
市

内
経
済
動
向
の
把
握
に
努
め
ま

し
た
。

ま
た
、
官
公
庁
及
び
関
係
諸

団
体
等
が
実
施
す
る
説
明
会
等

に
職
員
を
派
遣
し
て
国
や
道
の

政
策
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
に

努
め
ま
し
た
。

会
報
や
チ
ラ
シ
等
を
作
成
し

て
会
員
に
配
布
す
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
等
を
活
用
し
て
情
報
を

発
信
し
、
各
種
施
策
の
普
及
に

努
め
ま
し
た
。

第
一
二
八
回
通
常
議
員
総
会
を
去
る
五
月
三
十
日
に
ホ
テ
ル
平
安
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
役
員
及
び
議
員
三
十
二
名
が
出
席
し
、
平
成
三
十
年
度
の
事
業
報
告
及
び
一
般
会
計

を
は
じ
め
と
す
る
五
つ
の
特
別
会
計
の
収
支
決
算
に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
常
議
員
の
選
任
で
は
、
新
た
に
第
一
滝
本
館
常
務
取
締
役
の
柿
山
芳
徳
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

本
議
員
総
会
終
了
後
、
登
別
商
工
会
議
所
議
員
会
の
総
会
を
開
催
し
、
事
業
報
告
や
収
支
決
算

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
役
員
議
員
永
年
勤
続
表
彰
と
し
て
、
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
尾
形
勝
夫
常
議
員
二
十

年
勤
続
、
北
海
道
商
工
会
議
所
連
合
会
か
ら
黒
﨑
清
監
事
十
年
勤
続
に
対
し
、
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
の

伝
達
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

終
了
後
は
、
堀
井
衆
議
院
議
員
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
皆
様
を
お
招
き
し
た
懇
親
会
を
開
催

し
て
、
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
役
員
議
員
間
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
書
の
事
業
概
要
並
び
に
同
収
支
決
算
書
総
括
表
は
次
の
通
り
で
す
。

第
一
二
八
回
通
常
議
員
総
会

三
十
年
度
事
業
報
告

平成30年度収支決算書総括表
自　平成30年 ４ 月 １ 日から　　至　平成３1年 ３ 月３１日まで

会　計　名 前期繰越金
収入額

収入合計
支出額

支出合計 差引収支残高
次期繰越金繰入金 繰出金

一 般 会 計 4,121,509
32,372,407

36,493,916
27,000,080

31,615,583 4,878,333
0 4,615,503

中小企業相談所
特 別 会 計 0

32,743,007
36,337,281

36,337,281
36,337,281 0

3,594,274 0
労働保険事務組合
特 別 会 計 0

19,707,041
20,008,975

20,008,975
20,008,975 0

301,934 0
特定退職金共済事業
特 別 会 計 0

29,713,150
30,011,976

30,011,976
30,011,976 0

298,826 0
創業支援事業
特 別 会 計 0

1,469,619
1,890,088

1,890,088
1,890,088 0

420,469 0
退職給与資金
特 別 会 計 16,635,695

1,536
19,135,980

0
0 19,135,980

2,498,749 0

合　　　計 20,757,204 123,121,012 143,878,216 119,863,903 119,863,903 24,014,313

（単位：円）
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第１89号 7 月号な な か ま ど
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当
所
女
性
会
の
平
成
三
十
一
年
度
通
常
会
員
総
会
が
五
月
十
三
日
（
月
）
に
、
会
員
十
名
が
出
席
し
、

ホ
テ
ル
平
安
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
と
同
収
支
決
算
が
承
認
さ
れ
た
ほ
か
、平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

と
同
収
支
予
算
（
案
）
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
十
月
三
日
（
水
）
に
盛
岡
市
で
行
わ
れ
た
、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
岩
手
全

国
大
会
に
参
加
し
、
懇
親
を
深
め
た
こ
と
を
報
告

し
ま
し
た
。

情
報
提
供
と
し
て
小
樽
市
で
開
催
の
全
道
研
修

交
流
会
（
九
月
）、
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連

合
会
鹿
児
島
全
国
大
会
（
九
月
）
に
つ
い
て
情
報

提
供
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
度
は
四
十
代
が
二
名
、
今
年
度
は
三
十
代

が
一
名
の
入
会
者
が
お
り
、
少
し
づ
つ
会
が
若
返

り
、
活
気
づ
い
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

本
年
も
登
別
商
工
会
議
所
女
性
会
を
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

天
皇
陛
下
が
即
位
さ
れ
、
平
成
か
ら
令
和
と
い
う
新
た
な
時
代
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
ま
す
。

青
年
経
済
人
の
集
ま
り
で
あ
る
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
は
、
個
人
の
成
長
、
そ
し
て
自
企
業
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、

地
域
文
化
の
創
造
や
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
し
て
こ
そ
真
の
価
値
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

異
業
種
だ
か
ら
こ
そ
異
な
る
立
場
や
考
え
な
ど
に
基
づ
き
、
語
り
合
い
、
学
び
合
う
こ
と
で
磨
か
れ
、

一
つ
の
企
業
で
は
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
地
域
へ
の
愛
を
形
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

私
自
身
も
入
会
し
て
か
ら
青
年
部
活
動
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
現
状
の
組
織
に
満
足
し
て
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
く
上
で
、
楽
し
く
や
れ
る
人
と
そ
う
で
な
い
人
、
そ
の
違
い
は
な
ぜ
生
ま

れ
る
の
か
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
ど
の
様
な
姿
が
望
ま
し
い
の
で
し
ょ
う
か
。

私
は
そ
の
一
つ
と
し
て
、
地
域
に
と
っ
て
存
在
価
値
が
あ
り
、
部
員
一
丸
と
な
り
心
か
ら
青
年
部
の

活
動
を
楽
し
め
る
組
織
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
本
年
度
は
「
楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で
は
な
く
、
笑
う
か
ら
楽
し
い
の
だ
！
」 

と
い
う
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
、
地
域
の
伝
統
文
化
に
多
く
の
人
々
が
触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
な
が
ら
、
組
織
の
活
性

化
に
も
繋
げ
て
い
き
ま
す
。
今
い
る
部
員
が
Ｙ
Ｅ
Ｇ
活
動
を
心
か
ら
笑
い
、
楽
し
み
、
そ
の
活
動
の
意

義
を
身
近
な
仲
間
や
家
族
、
関
係
諸
団
体
に
伝
え
て
い
く
こ
と
で
そ
の
輪
が
新
た
な
仲
間
を
呼
び
、
こ

れ
か
ら
の
登
別
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未
来
へ
と
繋
げ
て
い
く
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
す
。

結
び
に

私
の
仕
事
は
塗
装
業
で
あ
り
ま
す
。
良
い
仕
事
を
行
う
の
は
職
人
の
腕
だ
け
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

事
前
の
計
画
、
適
し
た
材
料
、
仕
事
を
行
う
足
場
な
ど
、
す
べ
て
の
要
素
が
絡
み
合
い
良
い
仕
事
と
な

る
の
で
す
。
つ
ま
り
は
、
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
有
機
的
に
繋
が
っ
て
こ
そ
力
強
い
地
域
経
済
が
実
現
す
る

の
で
す
。

未
来
の
地
域
経
済
を
け
ん
引
し
て
ゆ
く
べ
き
は
、
我
々
青
年
経
済
人
で
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
と
関
係

諸
団
体
、
ま
ち
全
体
が
一
丸
と
な
り
先
ず
は
、
笑
う
楽
し
い
一
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
な
い
ま
ち
は
衰
退
す
る
。
楽
し
く
な
い
活
動
は
続
か
な
い
。
楽
し
く
な
い
と
こ
ろ
に
若
者
は

定
着
し
な
い
。
登
別
Ｙ
Ｅ
Ｇ
な
ら
楽
し
い
を
実
現
で
き
る
！

平
成
三
十
一
年
度
登
別
商
工
会
議
所
女
性
会
通
常
会
員
総
会

楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で
は
な
く
、

�

笑
う
か
ら
楽
し
い
の
だ
！

登
別
商
工
会
議
所 

青
年
部

　
　
　
平
成
三
十
一
年
度 

会
長�

永
田
　
和
也

会
長
所
信

女
性
会 　
ｔ
ｏ
ｍ
ｏ
ｒ
ｒ
ｏ
ｗ

青
年
部
ひ
ろ
ば

 商工会議所の議員と役割　　　　
　議員とは、会員の中から選ばれた商工会議所の最高意思決定機関である議員総会を構成するメンバーです。
　議員は、会員及び特定商工業者の投票による選挙によって選ばれる議員（「 １ 号議員」）や所属する部会の部会員から選任される議員（「 ２ 号議員」）、
１号議員及び ２号議員の中から選任された選考委員によって会員の中から選ばれる議員（「 ３号議員」）によって構成されています。
　議員の活動は、商工会議所の運営を担い、持続可能な地域経済の発展に取り組むため貢献する立場にあります。

　１号議員（定数30名）
　会員および会員以外の特定商工業者が、立候補又は推薦を受けて、会員のうちから選挙した議員のことを通称で「 １号議員」といいます。
　 １号議員は、選挙で選ばれる会員や会員以外の特定商工業者の代表者であることから、議員の中で最も重要であるとされています。

　２号議員（定数21名）
　各部会が部会員のうちから選任した議員を通称で「 ２号議員」といいます。
　地域の特性や社会の情勢などにより １号議員のみでは、一部の業種や業態に偏向するおそれがあります。
　「 ２号議員」は、そのような状況を防ぎ、それぞれの部会による意向を反映した公平な運営を行うために設けられています。
　登別商工会議所の ２号議員は、商業・食品・工業・建設・飲食業・観光・サービス業の ７部会から合計で２１名が選任されます。

　３号議員（定数9名）
　商工会議所の運営は、会員等の代表者である「 １号議員」と各部会の代表である「 ２号議員」によって、会員等の意思を公平に反映することができます。
　しかし、議員選挙や選任されない場合においても、商工会議所の運営上、欠かすことのできない業種や産業を網羅することを目的に、通称「 ３号議員」
制度が設けられています。
　当商工会議所は、１号議員及び ２号議員によって組織する議員協議会において選考委員を選び、その選考委員によって、通称「 ３号議員」を選任します。

 議員選挙について　　　　　　　
　会員及び会員以外の特定商工業者は、 １号議員の選挙権を有します。
　会員は会費 １口につき １個の選挙権を有します。
　 １会員の有する選挙権は５０個を超えることができませんが、会員である特定商工業者は、別に １個の選挙権を有します。

 選挙人名簿の縦覧及び確定　　　
　議員選挙における選挙権及び被選挙権の資格を調査して選挙人名簿を作成します。
　選挙人名簿は、 ３月３１日を基準として作成し、休館日を除く ７日間の縦覧期間を経て、確定します。
　選挙人名簿は、会費等の完納未納が記載されており、 ７日間の縦覧期間の満了までに会費等が未納の場合は、被選挙権及び選挙権を失います。

　登別商工会議所は、第１６期の役員及び議員の任期（任期はいずれも ３年）が本年１０月３１日をもって満了することから、役員の選任及び議員の改選を行
います。
　議員は、 １号、 ２号及び ３号議員で構成されますが、いずれも選任方法が異なります。
　今回は、議員及び役員についての概要を紹介します。

本年は、登別商工会議所の役員及び議員改選が行われます。

次号の会報では、議員選挙の公告及び商工会議所の役員について解説します。

－ 4 －

第１89号 7 月号な な か ま ど

本社／室蘭市東町4丁目31番8号　☎45‒4848

輪西9条
室蘭市日の出町2-31　☎（0143）41‒1194
いしだ市民斎場

登別市桜木町1-27-1　 ☎（0143）88‒1212
登 別 斎 場

葬儀・生花・霊柩車

代表取締役　石　田　佳　久



市内経済の動き
人口（登別市住民基本台帳）

4 月 前年同月比 5 月
48,008人 ▲1.15％ 47,994人

観光客宿泊数（登別市調）
２ 月 前年同月比 ３ 月
107,134人 ▲5.01％ 98,907人

建築着工動向（登別市調）
4 月 前年同月比 5 月

新築件数 9 件 5.88％ １8件
増築件数 ０ 件 －％ 0件

消費動向（登別商工会議所調）
4 月 前年同月比 5 月

大型店販売額（主要 ５ 店計） 765百万円 ▲0.26％ 753百万円

雇用動向（室蘭公共職業安定所調）
３ 月 前年同月比 ４ 月

有効求人倍率 1.47倍 0.12ポイント 1.48倍

西胆振の企業倒産動向（東京商工リサーチ室蘭支店調）
5 月 前年同月比 6 月

倒産件数 1 件 ▲ １ 件 0 件
負債総額 47,812万円 ▲6,000万円 0 万円

公共事業発注状況・登別市
5月（総額、主な工事と契約額）

工事名 契約額（万円）
１ 幌別西小学校旧校舎（レンガ棟）解体工事 6,129
２ 幌別西小学校渡り廊下改築工事 5,324
３ 登別市千歳最終処分場災害復旧工事 2,632
４ 美園 １ 号線擁壁補修工事 2,511
5 新川１８号線改良工事 2,346

4 月（総額、主な工事と契約額）
工事名 契約額（万円）

１ 水道メーター取替工事その １ 3,186
２ 片倉 ２ 号線外改良工事 1,396
３ 若草町 ４ 丁目改良工事 729
４ 汚水管渠改良工事その ２ 690
５ 東町１９号線改良工事 639

会議所の動き
項　　　　　　目

4月 9日 平成31年度 第1回 広域経済委員会
12日 三商工会議所専務理事・事務局長会議
16日 第60回広域経済開発懇談会
23日 道南商工会議所連絡協議会（～24日）

24日 （北海道新幹線×nittan）
平成31年度第1回幹事会

25日 新入社員研修セミナー
26日 正副会頭会議

5月 14日 後期監査
15日 正副会頭会議

16日 第73回全国商工会議所専務理事・
事務局長会議（～17日）

17日 正副会頭会議
17日 第128回通常議員総会

31日 令和元年度登別市姉妹都市等都市間交流
協会定期総会

6月 1日 東北絆まつり等視察会（～2日）

1日 第11回地域インバウンド推進ワーキング
グループ

項　　　　　　目

4日 令和元年度北海道新幹線×nittan地域戦略
会議総会

9日 第152回簿記検定試験
12日 道商連政策委員会・合同委員会

12日 道商連第179回常議員会・第188回通常
会員総会

16日 第46回カラーコーディネーター検定試験
23日 珠算能力検定試験

26日 令和元年度第1回登別市パートナーシップ
推進会議

26日 日本商工会議所　第11回観光専門委員会
28日 第69回全道商工会議所大会（～29日）

29日 ～夏をさきどり～
第七回のぼりべつ夏祭り（～30日）

29日 日本商工会議所　三村会頭との懇談会
30日 2019年あんざんコンクール
30日 第45回ビジネス実務法務検定試験

商工会議所LOBO
（早期景気観測）
2019年5月調査結果

全国
　 ５ 月の全産業合計の業況ＤＩは、▲17.1と、前月から▲0.4ポイント
のほぼ横ばい。
　10連休となったゴールデンウィークの好調なインバウンドを含む観
光需要が全体を牽引したほか、堅調な改元商戦の恩恵により、宿泊・
飲食業や観光関連業を中心とするサービス業、小売業の業況感が改善
した。
　他方、半導体や産業用機械自動車関連の不振が続いているほか、10
連休により営業日が減少した建設業の売上が悪化した。
　深刻な人手不足の影響拡大や根強い消費者の節約志向、原材料費の
高止まりが依然として中小企業の足かせとなっており、業況改善に向
けた動きは力強さを欠く。

　先行きについては、先行き見通しＤＩが▲19.6（今月比▲2.5ポイント）
と悪化が続いている。
　個人消費の拡大やインバウンドを含む観光需要拡大への期待感がう
かがえる。
　他方、人手不足の影響の深刻化や、原油価格を含む原材料費の上昇、
コスト増加分の価格転嫁の遅れ、貿易摩擦の激化、世界経済の動向、
消費増税の影響など不透明感が増す中、中小企業においては、先行き
への慎重な見方が続く。

　業種別にみると、今月の業況ＤＩは前月に比べ、小売業、サービス
業で改善、卸売業でほぼ横ばい、その他の 2 業種で悪化した。
　各業種から寄せられた特徴的なコメントは以下のとおり。

【建設業】都市部の再開発やオリンピック関連を中心とした民間工事は
堅調に推移する一方、10連休による休業日の増加に伴う売上減少が業
況感を押し下げ、悪化。
　また、深刻な人手不足による受注機会の損失や人件費・外注費の増大、
資材価格の高止まりの影響が続いている。
　・「案件はあるものの、職人などの人手不足は深刻であり、受注しき
れない。原材料の仕入価格も上昇しており、収益の確保に苦戦している」

（内装工事業）
　・「民間の大型工事を受注でき、売上は堅調。人手不足は相変わら
ずだが、時間外労働の抑制や定年の延長などの働き方改革に取り組ん
でいる」（一般工事業）
【製造業】貿易摩擦の影響や世界経済の先行き不透明感により、半導
体や産業用機械、自動車関連の不振が続いているほか、鉄鋼をはじめ
とした金属材料、原材料の仕入れ価格の高止まりが幅広い業種の収益
を圧迫し、悪化。
　一方、食料品関連からは、10連休に伴う需要増を指摘する声も聞か
れた。
　・「半導体製造装置や工作機械部品の需要が低迷。新製品を受注し
たいが、残業時間の上限規制や人手不足の影響は大きく、踏み出せない」

（金属製品製造業）
　・「改元の祝賀ムードもあり、連休は例年以上の繁忙期となり売上が
大きく増加した。総菜や弁当に加え、帰省客の土産需要も追い風だった」

（食料品製造業）
【卸売業】原材料や部品など、建設業の関連商品の堅調な動きや、需
要が増加した飲食料品や農水産物関連が寄与する一方、人件費や物流
費上昇の影響が全体を押し下げ、ほぼ横ばい。
　・「花見シーズンと10連休が続いたため、観光地を中心に引き合いは
好調で、売上は順調に伸びた。
　一方で、運送費の上昇に加え、消費増税や新たな食品衛生管理制度

（HACCP）導入に向けた対応を迫られており、負担も大きく収益がな
かなか改善しない」（飲食料品卸売業）
　・「連休中は気温の低い日があり、期待していたほど春夏物の売上は
伸びなかった。冬物から不振を引きずっているが、今後に期待している」

（繊維品卸売業）
【小売業】根強い消費者の節約志向が続く一方、好調なインバウンド需
要に加え、10連休となったゴールデンウィークや、改元を祝う催事や
記念品・限定商品の販売などの改元商戦の恩恵により、売上が堅調に
伸び、改善。
　・「衣料品の不振は続いているものの、インバウンドの来店が多く、
売上は増加した。化粧品や高額品の売れ行きが良く、10連休も好材料
となった」（百貨店）
　・「消費者の節約志向は強く、客単価は下がっている。一方で改元に
伴い、新元号の『令和』という文字を入れた和菓子を売り出したところ、
好調な売れ行きだった」（食料品小売業）
【サービス業】人手不足に伴う受注機会の損失や人件費の増加が足か
せとなっているものの、10連休によりインバウンドを含む観光需要が伸
びた宿泊・飲食業やレジャー関連業、運送業が全体を押し上げ、改善。 
　・「初の10連休となった今年のゴールデンウィークの対応に不安があ
ったが、来店客数は大幅に増加し、嬉しい悲鳴となった。しかし、連
休中は十分な従業員数を確保できず、対応しきれない客も出てしまっ
た」（飲食業）
　・「改元に際しては、システム障害など特に大きなトラブルも起きず、
無事に迎えることができた。10月の消費税引き上げに向けたシステム
改修作業の依頼も多く、今後の対応を急ぎたい」（ソフトウェア業）

ブロック別概況・北海道
○�北海道は、改善。北海道胆振東部地震前の水準には達していないと

いう声は聞かれるものの、10連休の効果もあり、宿泊業や飲食業な
どを中心としたサービス業の売上が改善した。

　�また、人手不足を指摘する声は依然として根強いものの、インバウ
ンドを含む好調な観光需要に牽引され、小売業の売上が改善となった。

商工会議所
LOBO調査とは？

調査期間：２０１9年 5 月１6日～22日
調査対象：�全国の337商工会議所が2657企業に

ヒアリング

登別の主要経済指標
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温 泉 供 給 業
不動産賃貸業 登別温泉株式会社

本 社　登別市登別温泉町60番地
☎（0143）84-2235　FAX84-2236

さぎり湯 登別市登別温泉町60番地
☎（0143）84-2050

温泉銭湯



無担保・無保証人・低金利

（小規模事業者経営改善資金融資制度）

2,000万円まで
融資限度額は？

運転資金 年以内（据置期間１年）7
設備資金 年以内（据置期間２年）10

返済期間は？

利用できるのは？

不要です
担保・保証人は？

1.21％
利率は？

マル経融資が使いやすくなりました
　マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々
をバックアップするため、登別商工会議所の推薦により無担保・無
保証人・低金利でご利用いただける融資制度です。

※１利率は令和元年 7月 1日現在です。金融情勢の状況により変動することがあります。
※２ご融資の条件や必要書類は当商工会議所までお問い合わせください。また、ご希望に
添えない場合がありますので、あらかじめご了承願います。

・常時使用する従業員が 20人以下（商業・サービス業の場合は５人以下）の法人・
個人事業主の方。
・登別市内で最近１年以上事業を行っている方。
・登別商工会議所の経営指導を原則６カ月以上受けている方。
・所得税、法人税、事業税又は道市民税について、納期限の到来している当該義
務納税額（延納又は納税猶予に係る税額を除く。）を完納している方。

◆ 登別市中央町５－１－１  

 

 

《プロフィール》 年生まれ。立命館大学卒業。

㈱船井総合研究所に入社。 年に同所を退社後、㈱ノウハウバン

クを設立。「ｆｍ法」のノウハウを確立し、様々な業種を指導するほか

年間に全国 ヶ所以上で講演を実施。特に地域活性化、企業・店

舗活性化、食品製造の新商品開発、には定評がある。

 

 

今年 月に消費税率が引き上げられ、同時に軽減税率の導入が予定さ

れていることから更なる売上確保のための戦略が求められています。

そこで、年々増加する訪日外国人観光客は、 年には 万人に

なると言われています。

日本の地方にも魅力を感じ、訪れる方も今後益々増えていくでしょう。

この大きな経済効果が期待される外国人観光客の取り込みが地域活性

化と売上向上のカギとなります。

本セミナーでは、軽減税率導入に備え、訪日外国人の集客のポイント、

売上向上のポイントを事例を含めお伝えします。

【主な内容】

１．消費税・軽減税率制度について

２．インバウンド事例

３．無理なく進める多言語対応

４．キャッシュレス対応

５．その他 

講 師

株式会社ノウハウバンク

代表取締役 三科
みしな

公
ひろ

孝
たか

氏 

●定 員／４０名（定員になり次第締め切ります。）

●申込方法／下記申込書に必要事項をご記入の上、

電話・ ・メールにてお申込みください。

主催：登別商工会議所

【お問い合わせ・お申込み先】

登別商工会議所 中小企業相談所

ＴＥＬ：０１４３－８５－４１１１

ＦＡＸ：０１４３－８５－４１９９

メール：

登別商工会議所 行 ： ： 令和元年 月 日

事業所名 住 所

電話番号 番号

受講者名 受講者名

※本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、本講座開催における本人確認、参加者申込書作成及び講習会に関する連絡の目的のみ使用致します。 

７／２２（月）「売上アップにつながる儲かるインバウンド」セミナー受講申込書 ＊切り取らずに してください。

登別商工会議所主催

 受講無料

【消費税軽減税率対策窓口相談等事業】 

✉ 
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興和工業株式会社
強化プラスチック製品製造

代表取締役　鈴　木　高　士
〒059-0001 北海道登別市新栄町1番地12　TEL：0143-88-1101　FAX：0143-88-1104

http://www.kouwa-frp.co.jp
〒059-0592 登別市登別温泉町154

TEL0143-84-2101
http://www.nobogura.co.jp



第34回

多彩な顔ぶれがそろう当商工会議所の会員事業所を訪れ、その成り立ちや奮戦ぶりをシリーズで紹介します。

有限会社　シミズ ８０年続いている街の牛乳屋さん

▼店の特徴は？
　現状としては、乳製品などの卸売販売店で、一般家庭への宅配、企業、食堂、病院、保育
所、喫茶店やレストラン等への納品が主な仕事内容になっております。
　高齢化がこれから増々進み、需要が増える事と思いますので親切ていねいな対応を心掛け
たいと思っています。
　とりわけ、配達や集金時には安否確認のためお客さまに声掛けを行っております。

▼企業の成り立ちは？
　会社設立は平成１１年 ８ 月で今年２０周年になりますが、清水牛乳店として、私の生まれる前
から先代が乳牛を飼っていて、搾乳した生乳を札幌雪印乳業へ送り、牛乳としてビン詰めに
したものを売っていたと聞いていますので、創業は８０年以上になると思います。
　３０年程前は、コンビニエンスストアなどがあまりない時代でしたので、宅配の他、スーパ
ーやパチンコ店などの納品、自動販売機の補充など朝から夜遅くまで忙しく働いていました。
　現在、家族 ３名で業務にあたっていますが、パソコン操作も多くなってきた昨今、息子の力も重要な位置を占めております。

▼今後について
　乳製品は牛乳をはじめヨーグルト・チーズ等、健康に大変重要な役割を果たし、毎日欠かすことの
出来ない商品です。
　お子様からお年寄りまで皆さまにもっと健康で健やかな毎日を送れるよう、日々アピールに努めて
いきたいと思います。

居酒屋ぐうちょきぱ 地酒と焼酎が美味しいお店

▼企業の成り立ちは？
　幌別駅前に店舗を構え、居酒屋を経営しております。
　この駅前での生い立ちは、１９５９年（昭和３４年）の呉服屋開業から始まり、１９７４年（昭和４９
年）にクラブエンジェル開業、そして１９８１年（昭和５６年）に現在の「居酒屋ぐうちょきぱ」
を開業し、３７年になります。

▼商売のモットーは？
　時代の流行り廃り等はありますが、安易に近道を選ばず地道な積み重ねでお客様に喜んで
いただける店づくりをモットーとしています。

▼セールスポイントは？
　「居酒屋ぐうちょきぱ」では、地酒や焼酎を数多く仕入れています。中には手に入りにくいお酒も置いていますので、お気軽にスタ
ッフまでお尋ね下さい。
　お料理では、特に宴会料理がオススメで、旬の食材にこだわって調理しています。
　少人数からでも承りますので、二人きりの誕生日や記念日のお食事でも、ご予約お待ちしています。

有限会社　シミズ

居酒屋ぐうちょきぱ

代表者：清水　雅宣
住　所：登別市中央町２丁目７電　話：85－2566

代　表：佐藤　邦一
住　所：登別市中央町1丁目2－1電　話：85－8323
営業時間：17時から23時まで定休日：毎週月曜日
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営業時間/AM9：00～PM6：00（土曜日はPM3：00まで）　定休日/毎週日曜日
〒059-0034 登別市鷲別町3丁目20番地5　☎ 0143-86-6155　姉 0143-86-8876

株式
会社宝山堂中島薬局
薬局：保険調剤、一般薬品、化粧品 燃料：LPガス、灯油関連機器販売・工事

北都建設株式会社
代表取締役 中 塚 　 信

〒059-0023 登別市桜木町3丁目3番地9
☎（0143）85‒6771・FAX（0143）85‒9556

特定建設業

TM

2015



発行所/登別商工会議所 〒０５９－８６９１ 北海道登別市中央町５丁目６番地１
ＴＥＬ（０１４３）８５－４１１１　ＦＡＸ（０１４３）８５－４１９９
ＵＲＬ　https://noboribetsucci.jimdofree.com/　Ｅメール ｉｎｆｏ＠ｎｏｂｏｒｉｂｅｔｓｕ.ｃｃｉ.ｏｒ.ｊｐ

　行政書士は、許認可等の官公署に提出する書類の作成や提出手続きの代理などの業務を通じ企業
様と行政とのパイプ役として、地域に密着し業務に取り組んでいます。
＜主な業務（例）＞
◆�建設・土木
　（建設業許可申請、建設業決算報告、経営規模等評価申請（経審）、入札参加資格申請　等）
◆�法人設立・経営支援
　（株式会社、合同会社、会計記帳代行、議事録作成、事業承継、融資申請　等）
◆�営業許可（産業廃棄物処理業、宅建業、古物商、風俗営業、飲食業　等）
◆�運輸（特殊車両通行許可、一般貨物自動車運送事業、車庫証明、自動車登録　等）
上記以外にも幅広い分野の法務サービスを提供しております。

�
事業内容　行政書士
〒050－0083　室蘭市東町 ２ 丁目２３－２５
電話　84－4839
支部長　甲田　啓一

北海道行政書士会室蘭支部

北海道行政書士会
マスコットキャラクター
たくまくん

お気軽に
ご相談下さい‼

新会員紹介

事業内容　飲食業
〒059－0012　�登別市中央町 4 丁目 1 番地18

中央ビル 1 F
営業時間　11：30～14：30
　　　　　17：00～20：00
定休日　日曜日
電話　83－7758
代表　石原　　裕

手打ちそば結（ゆう）

事業内容　建設業
〒059－0027　登別市青葉町５１－ １
電話　85－8588
代表者　山内　一輝

事業内容　美容業
〒059－0013　登別市幌別町 ６ 丁目２１－ ６
電話　85－9044
代表者　渡邊すみ子

創和北海建設（株） ひの美容室
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